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1 はじめに

　文書を書きなれていない学生の書くレポートや卒業
論文などは、文法的な誤り、文章構成上の誤りなどに
よる完成度の低い文書が多く存在している。
本研究では、そのような文書を校正するために、ある
段落における１文が、その段落においてふさわしい主
張をしているかどうかといった文章構成上の誤りを判
断する手法を提案する。つまり、ある段落において主
題としている何らかの内容があると考え、その段落を
構成している各文が、主題に適しているのかどうかを
判断する手法を提案する。そして、その手法を用い、段
落内の文章が正しく構成されているかの評価を行う文
書校正のためのツールを検討する。本手法では、文書
を構成する単語に注目し、それらの単語が主題につい
て関連性があるかどうかを確かめることで、一貫した
主張が行われているかどうかを判断する。その際、単
語間の意味類似度を利用する。

2 段落における不適切文の抽出

　本稿では、文書中における段落は、複数の文がある
主題を表現していると考える。つまり、それらの文で
使われている単語は、表現したい主題について述べて
いるはずであり、その単語間にも、何らかの関連性が
あると考えられる。そこで単語間の意味類似度を用い
ることで、段落で表現したい主題に関する単語と、1文
を構成する単語との間の意味類似度から、その文が不
適切かどうかを判断する手法を提案する。

2.1 単語間の意味類似度

本手法では、単語間の意味的な類似性を定量化した
単語間の意味類似度を用いる。この単語間意味類似度
は、EDR 概念辞書を用い概念シソーラスにおける単
語間の距離や、共通概念情報を用い、Yuhua Li氏の提
案する手法 [1]により計算する。図 1は、EDR概念辞
書における概念シソーラスの一部である。この概念シ
ソーラスは、ルートに”概念”ノードを持ったツリー構
造となっており、このシソーラスに存在する全ての単語
は”概念”から派生している。図に示されている数字は、
ルートノード”概念”からの距離、つまり深さを表して
いる。この数値が高いほど、その単語はより具体的な
概念を持っているということができ、共通概念情報に
おいてより有効な情報となる。例えば、”飲む”と”食べ
る”が共通する概念情報は”飲食する”であり、一方、”
飲む”と”摂取する”が共通する概念情報は”体内へ取り
込む”である。”飲食する”と”体内へ取り込む”を比べた
概念の深さは、”飲食する”の方が深く、より具体的な
概念を共有していることがわかり、意味的にも高い類

似性が見て取れる。また、”飲む”と”食べる”の単語間
距離は、図から一方のノードに至るまでの経路を数え
上げると、距離 2となり、”飲む”と”摂取する”の単語
間距離は、距離 3である。単語間の距離は近いほど、似
通った意味を持つと考えられる。よって、”飲む”と”食
べる”の方が、意味的な類似性が高いと考えられる。単
語間の距離や共通概念情報を用いて算出される意味類
似度は、単語間の意味が似通っていた場合、高い値を
示し、意味が違っていた場合、0に近い値となる。

図 1: EDR概念シソーラス（一部）

2.2 不適切文抽出法の検討

文書中における段落で、その主張にそぐわない不適
切な文が挿入されている場合、読者は段落全体として、
主張の揺れを感じてしまい、著者が意図する内容が伝
わりにくくなってしまう。ここでいう不適切な文とは、
主張したい内容に関係のない単語が使われている文と
する。本稿で提案する手法は、単語間の意味類似度を算
出することで不適切な文を発見、抽出を行う。もし、段
落にそぐわない不適切な文が挿入されている場合、そ
の文を構成する単語と、段落で主張している内容に関
する単語との間の意味類似度は低く算出されると考え
られる。そこで提案する本手法は、ある段落を構成す
る 1文が、段落の主張している内容について適切な記
述をしているかどうかを判断するために 1文を構成す
る単語集合と、段落を構成する単語集合との間で、単
語間の意味類似度を算出し、それを元に 1文が段落に
とって適切がどうかを判断する。このとき、段落で使
われる単語間の意味類似度を算出したときに、高い値
を示すのであれば、主題に関する単語が用いられ、そ
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の段落は表現したい主題を実現しているといえる。逆
に、意味類似度が低い値であれば、表現すべき主題が
定まっていないといえる。
具体的な処理を以下に記述する。

まず対象とする文書から、句点を基準に文集合 Sに分
解する。ただし、このときの文集合 Sは、ある段落を構
成している文集合とする。文集合 Sにおける各文各文
si(文番号：i=1,2,3,. . . )に対し、形態素解析を行い、各
文ごとに文を構成している単語集合Wix(x=1,2,3,. . . )
を抽出する。ただし、この際、名詞だけを単語集合とし
て抽出する。ある 1文の単語集合Wix(x=1,2,3,. . . )に
注目し、その 1文以外の文集合 Sの単語集合Wjy との
全単語組み合わせにおける単語間意味類似度を算出す
る。つまり、ある１文の単語集合から段落で使われる
単語との最も関連の強い単語組を抽出することで、そ
の単語は段落において主題となる単語と考えることが
できる。このように、ある 1文を構成する単語集合にお
いて、それぞれの単語は、段落に使われている最も関
連の強い単語との意味類似度を算出することによって、
1文を構成する単語集合の平均意味類似度を求めるこ
とができる。ある 1文で使われる単語の平均意味類似
度は、段落と 1文との距離、つまり関連度を求めるこ
とだといえる。例えば、段落に対し不適切な文の関連
度は、主張する内容に関係しない単語が使われている
と考えられるので、関連度は低く算出され、段落に適
切な文の関連度は、高く算出されると考えられる。以
上の処理を、段落を構成するすべての文に対して行う。
すべての文の関連度が求められたら、それらの平均関
連度を求め、その値を段落全体のまとまり具合の指標
として扱う。段落にとって不適切な文の関連度は、そ
の平均関連度を大きく下回っていると考えられる。よっ
て、平均関連度を大幅に下回る関連度を持つ文は、段
落にとって不適切な文だと見なす。図 2に、段落ー 1
文の関連度のイメージ図を示す。図 2では、段落のま
とまり具合を示す平均関連度を点線で示し、その外側
に位置する文 3を段落の主題にそぐわない不適切な文
であると判断している。
この段落ー 1文の関連度は、段落における話題の中
心から、ある 1文がどれだけその内容に対し意味的に
近いかどうかを判断する指標になると考えられる。

図 2: 段落－１文の関連度算出

この段落ー 1文の関連度は、高い値を示せば、段落

を構成する文は主題に沿っており意味的にまとまって
いると考え、低い値を示すのであれば、文の主題が散
漫していて意味的にまとまっていないと考えられる。

3 実験

本手法の評価実験として、研究室に所属する学生の書
いた卒業論文を用いて実験を行う。ただし、対象とし
た卒業論文は、指導教官の校正は無く学生自身が書き
上げた文書である。普段文書を書いていない学生の書
いた卒業論文は、今回対象とする文書校正上の問題が
数多く存在していると考えられ、本手法によって、段
落に対し不適切な文があった場合、その文を抽出でき
るかどうかを確かめる。

卒業論文の完成度：未完成であり、校正されていない
データ採取の対象：研究室に所属する学生 8名

実験結果は、発表当日に詳しく述べる。

4 考察とまとめ

本稿では、EDR概念辞書を基準とした単語が持つ概念
シソーラスを用い、単語間の意味類似度を使った文書
校正のための手法を提案した。本手法は、何らかの主
題をもっているはずの段落において、意味的にふさわ
しくない文を発見、抽出するものである。この手法に
より、普段文書を書きなれていないような学生に対し、
主題とすべき内容に沿った文書を書くための支援ツー
ルとしての利用を考える。ただし、本手法では、「例え
ば」などの接続詞からなる例示を表す文を含む段落に
は、誤抽出を行う可能性があり、その解決方法につい
ては検討中である。
文書校正としては、本稿で検討した内容以外に、様々
な内容の校正が考えられる。例えば、単語の係り受け
の誤りといった文法上の誤りの校正や、文書の論理的
展開における主義主張のゆれといった意味内容的な誤
りの校正がある。しかし、本稿で提案した手法による
文書校正だけでも、利用者にとって、文書推敲の機会
となり、読者にとっても、その文書内容を理解しやす
くなると考えられる。
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